Radiation Protection Certificate

Mr/Ms………………………..born on……………………underwent on……..…………the                         radioactive iodine therapy with ………. MBq of the I-131.  This radionuclide has a physical half-life of 8 days.

Sensitive radiation detection devices, such as those used for surveillance at airport or borders, can detect gamma-radiation in patients weeks after application of the radionuclide.

The dismissal of patients after radioiodine therapy from our institute is in agreement with the Japanese radiation protection rules.

If an alarm is induced by the above-mentioned patient, it may be caused by the applied therapeutic intervention and is not associated with any radiation hazard to other.

                            Date ………………………
                            Institute …………………..

                            Signature …………………
アイソトープ治療証明書

……………………….殿（　年　月　日生まれ、男性/女性）は西暦20　年　月　日に当施設で….MBqの放射性ヨウ素131による治療を受けた。この核種の物理学的半減期は8日である。

空港や国境などで警備に用いられている高感度の放射線検出機器は、この核種から放出されるγ線を投与後何週間にもわたり感知する可能性がある。

また、一部のショッピングセンタ、医療機関などに設置されている炎感知型火災報知機もこの核種から放出されるγ線を感知して誤作動する可能性がある。

この患者の放射性医薬品投与後の当施設からの退去は、わが国の法令（1998年6月30日医薬安発第70号）で定められた指針に従って適正に行われた。

当患者により高感度な機器の放射線のアラームや炎センサーが作動した場合、上記の治療によるものと考えられるので周辺に危害が及ぶものではない。

　　　　　　　　　　　　　　　　日付 …………………………………
　　　　　　　　　　　　　　　　施設名 ………………………………
　　　　　　　　　　　　　　　　医師氏名 …………………………….
